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中
国
の
武
漢
で
令
和
元
年
12
月
に
発
生
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
煽
り
を
受
け
、
グ
ロ

ー
バ
ル
化
し
た
世
界
の
供
給
網
（
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
）
は
工
業
分
野
を
中
心
に
大
混
乱
。 

そ
の
大
混
乱
に
追
い
討
ち
を
か
け
た
の
が
、
欧
州
の
み
な
ら

ず
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
に
も
農
産
物
を
輸
出
す
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
で
、「
欧
州
の
パ
ン
か
ご
」
か
ら
「
世
界
の
食
糧
庫
」

へ
と
変
貌
を
遂
げ
て
い
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
ロ
シ
ア
に
よ
る

軍
事
侵
攻
と
、
急
激
に
進
ん
だ
円
安
で
す
。 

連
日
の
報
道
に
あ
る
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
物

価
高
が
私
た
ち
の
家
計
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
が
、
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
前
で
さ
え≪

肥
料
原
料
が
入

手
困
難
、
中
国
が
国
内
供
給
を
優
先
、
全
農
、
メ
ー
カ
ー
は
切

替
え
を
急
ぐ≫

と
日
本
農
業
新
聞
に
あ
っ
た
農
家
の
皆
さ
ま

を
取
り
巻
く
環
境
は
悪
化
の
一
途
。（
図
1
） 

そ
こ
で
今
議
会
で
は
、
私
た
ち
の
食
卓
を
支
え
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
農
業
従
事
者
の
方
々
の
営
農
環
境
の
改
善
を
図
る
た

め
、
次
の
質
問
を
い
た
し
ま
し
た
。 

＝
質
問
通
告
の
内
容
＝ 

１ 

国
際
情
勢
を
受
け
た
農
業
者
へ
の
緊
急
支
援
に
つ
い
て 

(

１)

過
去
5
年
間
で
肥
料
や
農
薬
の
価
格
は
ど
の
よ
う
に

推
移
し
て
い
る
か 

(

２)

農
業
資
材
全
般
の
供
給
状
況
や
そ
の
価
格
の
推
移
は 

(

３)

緊
急
支
援
の
対
象
や
そ
の
内
容
は
。
ま
た
、
そ
の
支
援

の
現
状
は 

２ 

持
続
可
能
な
農
業
振
興
の
取
組
に
つ
い
て 

(

１)

機
械
の
共
同
利
用
や
二
階
建
て
（
経
営
分
離
）
方
式
の

導
入
に
つ
い
て 

(

２)

有
害
鳥
獣
対
策
を
兼
ね
て
、
草
刈
り
の
業

務
委
託
を
導
入
し
て
は
ど
う
か 

３ 

第
2
期
三
原
市
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
あ
る
地
産
地
消

の
推
進
と
販
路
開
拓
に
つ
い
て 

(

１)

地
産
地
消
の
推
進
の
実
績
と
進
捗
状
況
に
つ
い
て 

(

２)

販
路
開
拓
の
一
環
と
し
て
、
EC
サ
イ
ト
で
の

販
売
が
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
そ
の

取
組
の
進
捗
状
況
は 

(

３)

三
原
米
粉
の
里
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
実
績

と
進
捗
状
況
に
つ
い
て 

国
際
情
勢
を
受
け
た
農
業
者
へ
の
緊
急
支
援
に
つ
い
て
の

質
問
に
入
り
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
、
農
業

を
取
り
巻
く
環
境
の
厳
し
さ
を
確
認
い
た
し
ま
し
た
。 

 

問 

国
際
情
勢
を
受
け
て
肥
料
価
格
が
高
騰
中
だ
が
、
過
去
5

年
間
の
肥
料
・
農
薬
の
価
格
の
推
移
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。 

答 

農
水
省
に
よ
る
と
、
次
ペ
ー
ジ
（
図
2
）
の
通
り
で
あ
る
。 

令
和
2
年
ま
で
は
大
き
な
変
動
の
な
か
っ
た
肥
料
価
格
だ

が
、
原
料
供
給
の
停
滞
や
円
安
な
ど
の
影
響
で
、
令
和
3
年
の

秋
頃
か
ら
高
騰
。
令
和
2
年
に
比
べ
、
令
和
3
年
の
秋
で
1

割
弱
、
令
和
4
年
の
秋
で
5
割
弱
高
騰
し
て
い
る
。 
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責
任
あ
る
提
言
と
実
行
！ 

令
和
の
三
原
を
元
気
に
！ 

図 1.肥料の入手困難を伝える記事 

（日本農業新聞より） 
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一
方
、
令
和
3
年
ま
で
は
大
き
な
変
動
の
な
か
っ
た
農
薬

価
格
も
、
令
和
3
年
と
比
較
す
る
と
、
令
和
4
年
の
秋
で

3
％
程
度
上
昇
し
て
い
る
。（
次
ペ
ー
ジ
図
2
参
照
） 

問
半
導
体
を
筆
頭
と
す
る
工
業
製
品
の
著
し
い
入
手
困
難
が

世
界
中
で
続
い
て
い
る
が
、
肥
料
・
農
薬
か
ら
農
業
機
械
の
部

品
に
至
る
ま
で
、
農
業
資
材
全
般
の
供
給
状
況
や
そ
の
価
格
の

推
移
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。 

答 

JA
に
よ
る
と
、
一
部
の
農
業
資
材
で
2
割
か
ら
3
割
程

度
値
上
が
り
し
て
い
る
と
の
こ
と
。 

ま
た
、
農
業
機
械
の
中
に
は
、
1
年
先
の
納
入
す
ら
担
保
で

き
な
い
も
の
が
あ
り
、
今
後
の
見
通
し
は
不
透
明
で
あ
る
。 

問 

国
・
市
・
JA
な
ど
に
よ
る
緊
急
支
援
の
対
象
者
・
支
援
内

容
・
利
用
状
況
な
ど
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。 

答 

国
に
よ
る
緊
急
支
援
は
、
令
和
5
年
ま
で
に
化
学
肥
料
の

使
用
量
を
現
在
よ
り
2
割
低
減
す
る
こ
と
に
取
り
組
む
こ
と

を
要
件
と
し
、
令
和
4
年
の
秋
肥
、
令
和
5
年
の
春
肥
に
使

用
す
る
目
的
で
購
入
し
た
肥
料
代
の
高
騰
分
の
7
割
を
支
援

金
と
し
て
交
付
す
る
も
の
で
あ
る
。
窓
口
は
JA
で
、
1

0

0

件
程
度
の
申
請
が
あ
る
。 

本
市
に
よ
る
緊
急
支
援
は
、
令
和
4
年
9
月
定
例
会
で
創

設
し
た
「
農
業
者
肥
料
高
騰
緊
急
対
応
事
業
」
で
、
化
学
肥
料

の
代
替
え
と
し
て
有
機
肥
料
を
活
用
す
る
農
業
者
に
対
し
、
有

機
肥
料
1
ト
ン
あ
た
り
二
千
円
の
補
助
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

30
件
程
度
の
問
合
せ
は
あ
っ
た
が
、
申
請
は
無
い
。 

 

1
年
先
の
納
入
す
ら
担
保
で
き
な
い
農
業
機

械
は
極
端
な
例
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
価
格
高

騰
や
品
薄
に
よ
る
調
達
困
難
が
肥
料
・
農
薬
・

農
業
資
材
・
農
業
機
械
に
ま
で
及
び
、
農
業
従
事
者
の
方
々
の

自
助
努
力
も
限
界
を
超
え
、
非
常
に
厳
し
い
環
境
に
あ
る
こ
と

を
お
分
か
り
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

と
こ
ろ
で
、
申
請
が
無
い
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
本

市
に
よ
る
緊
急
支
援
策
に
対
し
て
は
、
近
隣
市
町
を
引
き
合
い

に
、
「
支
援
を
受
け
る
た
め
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
緊
急
支
援

に
な
ら
な
い
」
と
の
声
を
多
く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
本

市
の
認
識
を
質
し
ま
し
た
。 

 

問 

近
隣
市
町
の
緊
急
支
援
策
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。 

答 

東
広
島
市
で
は
、
令
和
3
年
度
に
購
入
し
た
肥
料
費
の
1

割
未
満
を
補
助
す
る
と
し
て
い
る
。 

世
羅
町
で
は
、
水
稲
の
耕
地
面
積
10
ア
ー
ル
あ
た
り
二
千

円
を
補
助
す
る
と
し
て
い
る
。 

問 

本
市
の
緊
急
支
援
策
は
、
ど
う
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
か
。 

答 

国
か
ら
の
緊
急
支
援
の
要
件
で
あ
る
化
学
肥
料
の
2
割

 
 
 

低
減
は
、
収
量
を
減
少
さ
せ
た
結
果
、
売
上
げ
の
減
少
に
つ
な

が
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
。 

収
量
と
売
上
確
保
に
は
、
一
律
ま
た
は
一
時
的
な
現
金
給
付

で
は
な
く
、
中
長
期
的
な
農
業
支
援
が
必
要
と
考
え
る
た
め
、

化
学
肥
料
に
代
わ
る
有
機
堆
肥
の
活
用
を
支
援
の
柱
に
据
え
、

農
家
の
所
得
確
保
に
努
め
る
。 

問 

資
材
や
燃
料
代
の
高
騰
に
対
す
る
緊
急
支
援
の
要
望
に
は
、

い
つ
ま
で
に
、
ど
の
よ
う
に
対
処
す
べ
き
と
考
え
る
か
。 

答 

為
替
相
場
が
非
常
に
不
安
定
な
状
況
に
あ
る
中
、
一
時
的

な
支
援
の
み
で
は
経
営
の
安
定
は
図
り
に
く
い
。 

今
後
も
経
営
の
継
続
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
資
材
価
格
等
の

状
況
や
国
の
臨
時
交
付
金
な
ど
の
動
向
も
踏
ま
え
、
必
要
で
あ

れ
ば
検
討
し
、
国
や
県
に
対
し
て
も
し
っ
か
り
と
し
た
支
援
策

を
打
ち
出
す
よ
う
要
望
す
る
。 

 

緊
急
支
援
策
に
つ
い
て
の
質
問
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
中
長
期
的
な
支
援
策
に
つ
い
て
言

及
し
た
り
、
具
体
性
が
無
か
っ
た
り
、
国
や
県

任
せ
で
あ
っ
た
り
、
挙
句
の
果
て
に
は
「
必
要
で
あ
れ
ば
検
討
」

図 2.平成 19 年以降の肥料価格の推移 

（農水省ホームページより） 

図 3.農業法人支援を提起する記事 

（日本農業新聞より） 
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と
、
当
事
者
意
識
の
欠
如
も
甚
だ
し
い
答
弁
で
し
た
の
で
、
時

間
に
限
り
も
あ
り
ま
す
の
で
、
持
続
可
能
な
農
業
振
興
の
取
組

に
つ
い
て
の
質
問
に
移
り
ま
し
た
。 

昨
年
11
月
26
日
の
日
本
農
業
新
聞
に≪

農
業
法
人
支
援
を

提
起
「
多
様
な
経
営
重
視
を
」
基
本
法
検
証≫

と
あ
っ
た
（
図

3
）
よ
う
に
、
農
水
省
は
50
代
以
下
が
現
時
点
で
25
万
人
に

と
ど
ま
る
こ
と
を
理
由
に
、
「
1

2

3
万
人
の
基
幹
的
農
業

従
事
者
が
20
年
後
に
は
30
万
人
急
減
す
る
た
め
、
認
定
農
業

者
や
法
人
を
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
発
表
。 

令
和
2
年
3
月
に
策
定
さ
れ
た
第
2
期
三
原
市
農
業
振

興
ビ
ジ
ョ
ン
（
以
下
、
同
ビ
ジ
ョ
ン
）
の
32
ペ
ー
ジ
に
あ
る
担

い
手
の
育
成
と
組
織
の
再
編
は
本
市
に
と
っ
て
も
喫
緊
の
課

題
。
本
市
の
取
り
組
み
の
状
況
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。 

 

問 

同
ビ
ジ
ョ
ン
33
ペ
ー
ジ
に
あ
る
機
械
の
共
同
利
用
や
2

階
建
て
経
営
分
離
方
式
の
導
入
は
、
山
口
県
で
は
県
が
、
東
広

島
市
や
世
羅
町
で
は
市
や
町
が
主
体
と
な
っ
て
、
既
に
実
施
済

み
と
の
こ
と
。 

本
市
に
お
け
る
そ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
同
ビ
ジ
ョ
ン
実
施

計
画
の
16
ペ
ー
ジ
に
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
取
組

を
行
い
、
ど
の
よ
う
な
結
果
を
出
し
た
の
か
。 

答 

そ
れ
ぞ
れ
の
農
業
経
営
ス
タ
イ
ル
や
経
営
規
模
の
相
違
等

か
ら
、
共
同
出
資
に
よ
る
新
た
な
農
業
法
人
の
設
立
に
は
至
っ

て
い
な
い
が
、
一
部
の
地
域
に
お
い
て
は
、
複
数
の
集
落
法
人

等
が
農
業
用
資
材
の
共
同
購
入
や
米
の
共
同
販
売
等
を
行
っ

て
い
る
事
例
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
営
体
に
お
い
て
協
力
関

係
を
持
ち
つ
つ
、
経
営
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。 

用
語
解
説 

➢
 

2
階
建
て
方
式 

複
数
の
集
落
法
人
な
ど
が
共
同
出
資
し
て
新
た
な
農

業
法
人
を
設
立
し
、
共
同
経
営
で
機
械
の
保
有
や
資
材
の

一
括
購
入
な
ど
で
経
営
の
効
率
を
図
る
仕
組
み
の
こ
と
。

出
資
し
た
1
階
部
分
の
集
落
法
人
は
別
個
に
農
業
経
営

を
行
う
が
、
農
作
業
を
2
階
部
分
の
農
業
法
人
に
委
託

す
る
こ
と
も
可
能
。
1
階
部
分
で
生
産
さ
れ
た
農
産
物

を
2
階
部
分
の
農
業
法
人
が
量
を
ま
と
め
て
売
る
こ
と

で
、
有
利
な
販
売
を
行
う
こ
と
も
可
能
に
な
る
と
さ
れ
る
。  

同
ビ
ジ
ョ
ン
42
ペ
ー
ジ
以
降
に
あ
る
有
害
鳥
獣

被
害
対
策
の
強
化
は
、
営
農
意
欲
を
低
減
さ
せ

る
主
要
因
の
一
つ
で
あ
る
農
作
物
へ
の
被
害
を

防
止
す
る
こ
と
に
直
結
す
る
た
め
、
担
い
手
の
育
成
と
確
保
の

た
め
に
も
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
す
。 

そ
の
重
要
性
を
認
識
す
る
本
市
で
は
、
N

H

K
で
放
送
さ

れ
た
「
獣
害
を
転
じ
て
福
と
な
す
」
に
出
て
お
ら
れ
た
獣
害
対

策
専
門
家
・
井
上
雅
央
氏
（
図
4
）
を
延
べ
4
回
に
わ
た
っ

て
お
招
き
し
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

そ
こ
で
、
同
ビ
ジ
ョ
ン
23
・
33
ペ
ー
ジ
に
あ
る
農
福
連
携

の
趣
旨
に
も
合
致
す
る
提
案
を
致
し
ま
し
た
。 

 

問 

安
定
収
入
を
確
保
す
る
こ
と
で
農
業
法
人
の
経
営
基
盤
強

化
す
る
た
め
に
も
、
草
刈
り
を
市
か
ら
農
業
法
人
に
委
託
さ
れ

て
は
ど
う
か
。 

そ
の
際
に
は
、
障
害
な
ど
を
理
由
に
社
会
福
祉
施
設
で
公
的

図 4.「獣害を転じて福となす」の概要紹介 

（NHKスペシャルホームページより） 
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支
援
を
受
け
て
お
ら
れ
る
方
々
の
中
か
ら
可
能
な
方
を
募
り
、

農
業
法
人
の
方
々
の
下
で
ス
ポ
ッ
ト
的
に
草
刈
り
作
業
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
社
会
福
祉
課
と
仕
組
み
を
構

築
し
、「
障
害
に
応
じ
た
就
労
支
援
」
と
し
て
は
ど
う
か
。 

答 

雑
草
管
理
等
の
獣
害
対
策
は
、
個
々
が
行
う
の
で
は
な
く
、

地
域
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
が
、
市
が
民
有
地
で

あ
る
農
地
の
草
刈
り
を
委
託
す
る
こ
と
は
困
難
。 

こ
れ
ま
で
通
り
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
や
多
面
的

機
能
支
払
事
業
な
ど
の
交
付
金
を
活
用
し
な
が
ら
、
地
域
で
協

力
し
て
実
施
し
て
い
た
だ
く
。 

問 

こ
れ
ま
で
の
対
応
が
不
十
分
だ
か
ら
こ
そ
、
新
た
な
取
組

が
必
要
と
考
え
る
。
農
福
連
携
を
図
る
た
め
に
も
、
可
能
な
こ

と
か
ら
取
り
組
む
積
極
的
な
姿
勢
が
必
要
で
は
な
い
か
。 

答 

福
祉
部
局
と
連
携
し
、
農
作
業
の
受
託
が
可
能
な
障
害
者

就
労
支
援
事
業
者
と
農
業
法
人
等
が
相
談
で
き
る
仕
組
み
を

構
築
し
た
い
。 

 

農
業
従
事
者
の
皆
さ
ま
か
ら
は
、
「
6
次
産
業

化
に
よ
る
所
得
向
上
と
販
路
開
拓
に
も
攻
め
の

姿
勢
で
同
時
に
取
り
組
む
べ
き
」
と
の
趣
旨
の

提
言
を
頂
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
最
後
に
地
産
地
消
の
推
進
と

販
路
開
拓
に
つ
い
て
質
問
い
た
し
ま
し
た
。 

 

問 

地
産
地
消
推
進
の
実
績
（
金
額
を
含
む
数
字
）
は
ど
う
か
。 

答 

農
産
物
直
売
所
と
学
校
給
食
の
2
本
柱
で
取
り
組
む
中
、

農
産
物
直
売
所
の
一
つ
、
道
の
駅
み
は
ら
神
明
の
里
を
例
に
挙

げ
れ
ば
、
左
記
の
よ
う
に
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て
い
る
。 

⚫
 

平
成
31
年
度 

5
、
8

8

2
万
円 

⚫
 

令
和
2
年
度 

6
、
2

4

0
万
円 

⚫
 

令
和
3
年
度 

6
、
2

5

2
万
円 

ま
た
、
学
校
給
食
用
農
産
物
の
集
出
荷
を
行
う
JA
に
対
し
、

輸
送
費
の
支
援
を
平
成
28
年
度
に
開
始
し
た
結
果
、
平
成
25

年
度
に
約
34
％
だ
っ
た
地
場
産
品
の
使
用
率
を
平
成
31
年
度

に
は
約
46
％
に
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
た
。 

問 

販
路
開
拓
の
一
環
で
あ
る
、
D

M

C
（
株
式
会
社
空
・
道
・

港
）
に
よ
る
EC
サ
イ
ト
で
の
販
売
実
績
（
数
字
）、
進
捗
状
況
、

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。 

答 

現
在
、
2
つ
の
国
内
大
手
EC
サ
イ
ト
に
お
い
て
、
空
の
駅

オ
ー
チ
ャ
ー
ド
マ
ル
シ
ェ
を
開
設
し
、
延
べ
38
商
品
の
出
品
・

販
売
実
績
が
あ
る
が
、
他
商
品
と
の
違
い
を
明
確
に
打
ち
出
す

こ
と
の
難
し
さ
や
手
数
料
の
発
生
と
い
う
課
題
な
ど
が
あ
る

た
め
、
売
上
げ
は
低
調
で
あ
る
。 

問 

平
成
29
年
度
に
設
立
し
た
三
原
市
6
次
産
業
化
推
進
協

議
会
と
平
成
30
年
度
に
設
立
し
た
三
原
米
粉
の
里
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
活
動
実
績
（
数
字
）
と
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。 

答 
市
場
調
査
、
新
商
品
の
開
発
、
販
路
の
開
拓
等
の
支
援
を

行
う
中
で
、
2
次
、
3
次
産
業
者
に
加
え
て
、
1
次
産
業
者

へ
も
取
り
組
み
・
支
援
を
強
化
し
て
い
く
予
定
で
あ
り
、
具
体

的
に
は
、
JA
と
集
落
法
人
連
絡
協
議
会
を
通
じ
て
、
事
業
の
ア

イ
デ
ア
募
集
を
1
次
産
業
者
に
対
し
行
う
予
定
で
あ
る
。 

 

い
ず
れ
も
実
績
を
数
字
で
表
し
た
答
弁
を
求
め

た
の
で
す
が
、
道
の
駅
み
は
ら
神
明
の
里
に
設

置
さ
れ
た
農
産
物
直
売
所
の
売
上
額
、
学
校
給

食
用
農
産
物
に
お
け
る
地
場
産
品
の
使
用
率
こ
そ
数
字
が
提

示
さ
れ
た
も
の
の
、
EC
サ
イ
ト
に
お
け
る
販
路
開
拓
や
、
三
原

市
6
次
産
業
化
推
進
協
議
会
及
び
三
原
米
粉
の
里
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て
は
成
果
と
し
て
示
せ
る
数
字
は
皆
無
で
し
た
。 

さ
ら
に
質
問
し
た
い
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
時
間

切
れ
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

編
集
後
記 

昨
年
11
月
23
日
、
私
が
支
部
長
を
拝
命
し
て
お
り
ま
す
日

本
会
議
広
島
三
原
支
部
で
は
、
ヒ
ゲ
の
隊
長
で
お
馴
染
み
の
佐

藤
正
久
・
参
議
院
議
員
を
お
招
き
し
、【
知
ら
な
い
と
後
悔
す

る 

日
本
が
侵
攻
さ
れ
る
日
】
と
題
し
た
支
部
設
立
15
周
年
記

念
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
生
憎
の
雨
模
様
に

も
か
か
わ
ら
ず
盛
会
裏
の
う
ち
に
終
了
。 

講
演
会
終
了
後
、
佐
藤
先
生
の
御
著
書
を
購
入
さ
れ
た
方
を

対
象
に
サ
イ
ン
会
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
長
蛇
の
列
。 

物
価
高
を
中
心
に
、
そ
の
影
響
は
私
た
ち
の
生
活
に
も
暗
い

影
を
落
と
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
世
界
中
で
高
ま
る
軍
事

的
緊
張
へ
の
皆
さ
ま
の
関
心
の
高
さ
を
う
か
が
い
知
る
と
同

時
に
、
日
々
の
生
活
で
私
の
目
に
映
る
市
民
の
皆
さ
ま
の
笑
顔

を
消
し
て
は
な
ら
な
い
、
生
命
と
財
産
を
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い

と
、
市
議
会
議
員
と
し
て
の
重
責
を
再
認
識
し
て
お
り
ま
す
。  

～ とくしげ政時 後援会入会の御案内 ～ 

 後援会規約 
１. この会は「とくしげ政時後援会」と称します。 

２. この会は、とくしげ政時の政治活動を支援し、

合わせて、会員相互の親睦と協力を促進する

ことを目的とします。 

３. この会は目的達成のため、研修会・後援会・出

版物の発行などの活動を行います。 

４. この会に必要な経費は、会費・寄附金などの収

入によってまかないます。 

 連絡先 

電話番号 0848－62－5804（ファックス兼） 

e-mail masa.tokushige@gmail.com 


